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10 時 0 分から 18 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

公共交通機関（電車・バス等）の利用や、地域の商業施設での「お使い」「昼食の購入」を伴う校外活動を定期的に実施する。

（療育的アプローチ） 金銭管理、公的マナーの遵守、店員への適切な意思伝達など、実社会のルールに触れる実践的なコミュニケーション機会を保障し、将来の自立に向けた生活スキル
の向上を図る。

（家族支援のアプローチ） 児童の活動の様子を保護者に直接見届けてもらい安心感を醸成するとともに、家庭間での横の繋がり（保護者コミュニティ）の形成を促す。同じ悩みを持つ保
護者同士がカジュアルに交流・情報交換できる場を創出することで、養育上の孤立を防ぎ、心理的負担の軽減を図る。

（別添資料１）

家族支援

保護者との迅速かつ緊密な情報共有体制を構築し、家庭と事業所が一体となっ
た支援を行う。また、多様化する家族の就労形態やニーズに応じた柔軟な運営
体制（土曜日開所等）を確保することで、保護者の養育負担を軽減（レスパイ
トケア）し、安心して働き続けられる環境を支援する。さらに、保護者参加型
イベントを通じて、家庭との信頼関係の深化および保護者コミュニティの形成
を促進する。

移行支援

利用者が学校卒業後や次のステップへ円滑に移行できるよう、将来の進路
（就労移行支援事業所、生活介護、その他の福祉サービス等）を見据えた
情報提供および相談援助を行う。児童の特性や希望に応じた適切な移行先
を選定できるよう保護者をサポートし、関係機関と緊密に連携すること
で、途切れのない一貫した支援体制（シームレスな移行）の構築を目指
す。

地域支援・地域連携

夏休み等の期間を利用し、地域の公的スペース（公園等）においてキッチン
カーを誘致した「夏まつり」を主催・開催する。一般の地域住民が来客として
集う環境を構成し、日常とは異なる開かれた空間での多世代交流を促進する。

利用児童には、キッチンカーでの「品出し」「呼び込み」「接客の補助」と
いった具体的な役割（お手伝い）を担当してもらう。地域の方々と直接やり取
りをする実践的なコミュニケーションを通じて、適切な対人マナー、責任感、
および達成感を体験的に学ぶ。

自社内のみにとどまらず、近隣の福祉事業所や関係機関に広く呼びかけ、合同
でワークショップやブースを出展する。事業者間のネットワークを強化すると
ともに、児童にとって「多様な他者と協力して一つのイベントを作り上げる」
という集団適応能力の向上を図る。

職員の質の向上

児童発達支援・放課後等デイサービスのガイドラインや最新の療育理論に
基づいた学内・社外研修を計画的に実施する。個々の職員の能力向上を促
し、利用者に対して常に質の高い多角的な支援を提供できる体制を維持す
る。

正社員・パート等の職責や雇用形態の垣根を取り払い、全職員が対等な視
点で日々の支援や改善策について議論できる定期ミーティングを設ける。
現場の気づきや多角的な視点を迅速に支援プログラムへ反映させる体制を
組織的に構築する。

月に2回程度の定期的なランチ会の実施などを通じ、日常の業務時間内だ
けでは不足しがちな非公式（カジュアル）な対話の場を保障する。職員間
の円滑なコミュニケーションを促進することで、業務上の連携ミスを防
ぎ、互いを尊重し助け合える強固なチーム体制（組織風土）を醸成する。

支　援　内　容

【睡眠・服薬・食事等の状況把握と個別の活動調整】
日常のバイタル（起床・就寝時間、服薬状況、食事量等）を保護者から丁寧に聞き取り、本日の健康状態を正確に把握する。それに基づき、事業所内での活動量やプログラムの強度を柔
軟に調整するとともに、必要に応じて助言や配慮を行う。

（具体例） 保護者より「睡眠不足」「未服薬」等の報告を受けた際は、昼食後に静養（横になる時間）を設けるなど、身体的負担を軽減する措置を講じる。

（本人へのアプローチと連携） コミュニケーションが可能な利用者に対しては、眠れなかった理由や未服薬の背景（体調不良、拒否など）を傾聴し、その内容を保護者と迅速に共有す
る。家庭と事業所の双方からアプローチできるよう、必要に応じて具体的なケアの助言を行う。

利用者個々の感覚の特性を踏まえた環境調整のもと、多様な身体活動を通じて「感覚統合」および「運動の基本能力」の向上を図る。複数の感覚（視覚・固有感覚・触覚・前庭覚等）を
整理・統合する力や、目と手足の協調運動機能を養い、日常生活や集団行動における身体コントロールの基盤を培う。

ボトルフリップ（視覚・固有感覚・触覚の感覚統合）： >   物との距離感や、手指の微細な力加減（固有感覚）、着地を目で追う力（視覚）を連動させ、手先の器用さと集中力を育む。

しっぽ取り（視覚・固有感覚の感覚統合／目と上肢の協調運動）： >   周囲の状況や他者の動きを捉える視覚情報と、自身の身体を素早く動かす固有感覚を統合する。また、対象を正確
に捉えて手を伸ばす「目と上肢の協調運動」の向上を図る。

本
人
支
援

利用者個々の認知発達の段階を踏まえたアプローチを行い、外部環境の適切な認知（状況判断）と、それに伴う適切な行動の表出を促す。ゲーム状況における条件設定を通じ、衝動的な
行動をコントロールする抑制機能（自己統制力）を養い、「知覚から行動へ」の認知プロセスの向上を図る。

ボール取りゲーム（衝動性の抑制／知覚・行動の認知過程の向上）： >   事業所の左右にボールを配置し、「じゃんけんに勝ったら右、負けたら左にボールを取りに行く」という特定の
ルール（条件）を付加して実施する。じゃんけんの結果という視覚・聴覚情報を瞬時に処理し、衝動的に動くことを抑制しながら、ルールに則った正しい方向へ身体を動かすという「知
覚から行動への認知過程」および「流動的な判断力」の向上を図る。

環境および支援への配慮
利用者の認知発達レベルや理解度に応じてルールの難易度（条件の数や提示方法）を段階的に調整する。また、焦りやパニックを生じさせないよう、明確な視覚的合図の設置やパーソナ
ルスペースの確保を行い、適切な成功体験を積める環境を構成する。

利用者個々の言語発達およびコミュニケーション能力の段階に応じたアプローチを行い、双方向の意思疎通能力を育む。音声言語における「伝える力（表出）」と「聴く力（受容）」の
双方を向上させるとともに、ジェスチャー等の非言語的コミュニケーション能力の向上を図る。また、言語表出が困難な児童に対しては、代替手段を用いて「伝える楽しさ」や「他者と
繋がる成功体験」を促す。

言葉の神経衰弱（言語コミュニケーション能力の向上）： >   2人1組となり、仕切りによって互いの手元が見えない環境を設定する。1人目が引いたカードの位置や特徴を相手に言葉で
伝え、2人目が同じカードを引くことでポイントとなるルールで実施する。話す側は「相手に伝わるよう客観的・具体的に説明する力（言語化能力）」を養い、聞く側は「相手の意図や文
脈を正確に汲み取る力（傾聴・理解力）」を相互に向上させる。

音声言語でのコミュニケーションや意思表出が困難な利用者に対しては、個々の発達や能力（受容・表出レベル）に合わせ、視覚的な「絵カード」「PECS（言語代替コミュニケーショ
ン）」、あるいは理解しやすい簡潔な「単語・キーワード」を用いた提示ややり取りを行う。これにより、個別の発達段階を保障しながら、集団活動への主体的な参加と他者交流を促
す。

集団活動や共同遊びを通じて、協調性やルール遵守、他者配慮といった社会性（ソーシャルスキル）の向上を図る。また、利用者間でトラブルが発生した際は、双方の主観や感情を丁寧
に傾聴・受容することで、自己統制や他者理解を促す。職員との日常的なコミュニケーションを通じて強固な信頼関係を構築し、安心・安全な居場所（心理的安全性）を保障する。

集団内での共同遊び（ドッジボール、リレー等を通じた社会性の向上）： >   勝敗や明確なルールが存在するチーム競技（共同遊び）を実施する。仲間と協力する達成感や、ルールを守
る必要性を体験させ、集団における協調性、自己抑制力、および対人関係形成能力（社会性）の向上を図る。

トラブル時の傾聴・受容（紛争解決と情動のコントロール）： >   利用者同士の衝突やトラブルが生じた際は、一方的な指導を避け、双方から個別に丁寧な聞き取りを行う。それぞれの
意見や感情を「傾聴・受容」し、自身の気持ちを整理させるとともに、相手の立場や視点に気づくための対話的アプローチを実践する。

信頼関係の構築と環境保障
日常的な声かけや積極的な対話（コミュニケーション）を重視し、利用者が「自分を受け入れてもらえる」と実感できる信頼関係を構築する。これにより、事業所が心身ともに安全な場
所（セーフティネット）として機能するよう配慮し、情緒の安定と自己肯定感の向上を支援する。

支援方針

人と人のリスペクトから"拠り所"は生まれると考えます。楽しさは支援の手段であり、目的でもあると考えます。安心があるから楽しさと成長が成立すると考えます。優しさだけでな
く、根拠ある支援で未来をつくります。競争ではなく"信頼の第一想起"でNo.1を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 福祉が必要な人、福祉にかかわる人々の幸福を追求し、それらの人々の拠り所となる。

事業所名 放課後等デイサービスMaxWell 作成日支援プログラム（参考様式）


